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日

本

西

藏

學

會

々

報

第十五号

一

　Report 　of 　the

Japanese　Associa−

tion　 for　 Tibetan

日

本
西
蔵
学
会
会
報
論
交
総
目

録

　

　
　
　
　
　

　
第
一
暑
〜
第

十

五

号

第
1
号
（
昭
29
・
5
・

1
）

　

石

浜
純
太

郎
　
西
蔵
研
究
文
献
厨

録
に

つ

い

て

　

山

口

　

益
　

フ

ラ

ン

ス

に

於

け

る

初
期
の

仏
教
チ

ベ

　

　
　
　
　
　
ッ

ト

学
に

つ

い

て

第
2
号
（

昭

30
・

10
・

15
）

　

壬
生

　
台

舜
　

河
ロ

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

に

就
い

て

第
3
号
（

昭

31
・
9
・

20
）

　

酒
井
　

紫
朗
　
家
蔵
チ

ベ

ッ

ト

蔵
外

仏
典
の

覚
書

第
4
号
（

昭

32
・

10
・

25
）

　

多
田

　
等
観

　
ラ
ッ

サ

時

代
の

青
木
文
教
さ

ん

　

佐

藤

　

長

京
都
に

お

け

る

青
木
先
生
の

二

人
の

弟

　

　
　
　
　
　
子

　

中
根
　
千

枝
　
青
木
文

教
先
生

の

御
逝
去
を

悼
む

第
5
号
（

昭
33
・
9
・

25
）

　

多
田

　

等
観

　
バ

ル

カ

ン

に

つ

い

て

　

佐

藤

　

長

木
村
肥

佐
生

氏
「

チ

ベ

ッ

ト

潜

行

十

　

　
　
　
　
　

年
」

を

読
み

て

第
6
号
（

昭

35
・
3
・

31
）

　

多
田

等
観

∴
尚

崎
直
道
　
東

大

蔵

ラ

サ

版
大

蔵
経

に
つ

．

　

　
　
　
　
　
い

て

Studies

　　　　No ，15

0ct．　30th。，　1968

昭

和

四

十

三

年

十
月

卅
日

発

行

　
編

集

発

行
人

三

上

諦

聴

　
　

　
　
　
　
高

橋

　
盛

孝

　
発、
行

所

　
吹
田
市

千
里

山

　
関

西

大

学
東
西
学

術

研

究
所
内

　
　

　
　
日

本

西

蔵

学

会

　
西
田
　

竜
雄
　

チ

ベ

ッ

ト

語
新
造
語
彙
に

つ

い

て

第
7
号
（
昭
35
・

10
・
14
）

　
北

村
甫
・

西
田

竜
雄
　
チ

ベ

ッ

ト

文
字
転
写
と

チ

ベ

ッ

　
　
　

　
　
　
ト

語
表
記

第
8
号
（
昭
36
・

10
・

30
）

　
稲

葉
　

正

就
　
チ

ベ

ッ

ト

仏

教
史

の

研
究

第
9
号
（
昭
37
・
10
・

30
）

　
高
橋

　
小
島

　
高
崎

第
m

号

　
松
長

　
矢
崎

　
　
　
　

　

　
二

、

　
第
十
回
大
会
研
究
発
表
レ

ジ

ュ

メ

　
　
壁
瀬
（

大

印
派

と

根
本
思

想
）

　
　
の

中

世
）

岡

崎

第
U

号

（

昭
39

　
ソ
ェ

ナ

ム

ギ
ャ

　
第
十
回

大
会
記
事

　
西
田

　
竜
雄

　
　
　
　

　

　
問
題

第
12
号

（

昭
40
・

10
・

30
）

盛

孝
　
賢
愚

経
探
査

記

文
保
　
チ

ベ

ッ

ト

仏

伝
画
比

較
考

正

芳

　
シ

ッ

キ

ム

の

チ

ベ

ッ

ト
畄
ず

研
究
所

（
昭
38
・

10
・
30
）

有
慶
　
チ

ベ

ッ

ト

大
蔵
経

の

密
教
経
軌
分
類
法

　
　

の

典
拠
に

つ

い

て

正

見

　
一

会
員
よ

り

の

私
信
〔
本
会
に

対
す

る

　
　
　

　

三

の

希
望
）

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
（

略
記
）

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
芳
村
（
チ

ベ

ッ

ト

史

　
　
　

　
　（
西
夏
史

籍
考）

　
　
・

8
・
30
）

　
　
　

ツ

ォ

　
大
乗
と

小
乗
（
要
旨）

　
　
　

　
　
（

略
）

　
　
　

チ

ベ

ッ

ト

言
語
学
に

お

け

る

二
、

三

の

　

楕

松
　
源
一
　

躍

進
す
る

モ

ン

ゴ

ル

人

民
共
和

国

の

現

　
　
　

　
　
　

状
に

つ

い

て

　

金

岡

　
秀
友
　

蒙
古
交
菩
提
行

経
に

お

け

る

梵

語

語
彙

第
13
号
（
昭
41
・
9
・

30
）

　

壬

生
　

台
舜
　

河
口

慧

海
老
師
の

生

誕
百［
年
を

迎
え

て

　

稲
葉

　
正

就

　
王

統
鏡
に

伝
え

る

ト
ン

ミ

の

蓍
作

第
M
号
（
昭
42
・

10
・

30
）

　

小
玉

　
火
円

　
ラ

ム

リ
ム

タ
ル

ゲ

ン

に

つ

い

て

　

小
川
　
一

乗
　
宗
喀
巴

著
「

秘

密
道
次
第
論
」

第

；
早

　
　
　

　
　
　

に

つ

い

て

　

小
島
　
文
保

　
法
華
経

六

番
神

咒
考

第
15
号
（

昭
43
・
10
・

30
）

　

高
橋
　

盛
孝
　

石
浜
会
長
の

印

象

　

右
の

外
大
会
記

事
、

住

所
録

、

新
刊
紹
介

、

会
員
活

動

会
員
消
息
な

ど
あ

り
。

略
す。

　
　

石
浜

会
長
の

印
象

　

石
浜
純
太

郎
先
生
の

年
譜
は

、

同

先
生

古
稀
記

念
「

東

洋
学
論
叢
」

に

の

せ

ら

れ

て

い

る
。

今
ご

く

大
体
を

略

記

．

す
る

と
、

明
二
一

・

八
・

二

七

大
阪
に

て

誕

生
。

明
四

三

　
∴
二

・

三

〇
父
豊

蔵
氏
を

失
い

、

丸

石

製
薬
合
名
会
社

に

．

入

ら

れ

た。

四

四

年、

歩

兵
八

聯
隊
に
→

年
志
願
兵
と

し

N 工工
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て

入

隊
さ

れ

た
。

同
先
生

の

お

話
で

は

「

隊
で

は

随
分
苦

し

め

ら

れ

た

が
、

自
分
の

人
生

観
を
一

変
し

た
」

と

よ

く

言
わ

れ

た
。

富
裕
な

生

涯

を

送
っ

て

こ

ら

れ

た

同
先
生
に

と
っ

て

は
、

随
分
の

荒
行
だ
っ

た

に

相
違
な

い
。

　
明
三

九

二
二

ニ
ニ

＝
巾

岡

中
学
を

卒
業
さ

れ
、

四
一
・

八
に

早

く

も

東
大
を

受
験

、

四

十
数
名
中
理

科
の

亀

田
氏

と
た
っ

た
二

人
だ

け

入

学
を

許
可

せ

ら
れ

た
。

こ

の

頃
か

ら
非
凡

な
才
能
を

発

揮
さ

れ
、

岡

田

正

之
先
生
以
外
の

先

生
は

眼

中
に

な

か
っ

た

ら

し

い
。

東
大
で

出
て

い

た

「

漢

学
」

と

い

う

雜
誌
に

ロ

シ

ア

の

蒙
占
研
究
の

文
献
を

紹
介

さ
れ

た

の

も

こ

の

頃
だ
っ

た

か

と

思
う。

「

漢
学
」

誌
は

小
生

の

大
学
生
時

代
（
大
正

＋
二

卒）

に

は

自
由
に

見
ら

れ

た

が
、

今
は

検
討

す

る

よ

し

も
な

い
。

　
先
生

と

漢
学
の

結
び

つ

き
は

古
く

、

父
君
は

実
業
家
で

は

あ
っ

た

が

漢
学
に

は

特
に

熱
心

で
、

明

三

〇
・

四

先
生

十
才
の

時
、

泊
園
書
院
の

藤
沢
南
岳
先
生

の

塾
に

い

れ

ら

れ

た
。

南
岳
先
生
が

散
歩
し

な

が

ら

詩
作
に

ふ

け

っ

て

居

ら
れ
る

時
、

よ

く
お

供

を

さ
れ

た

と

聞
い

て

い

る
。

明

三

五
・

＝

丁

八

姉
上
の

カ

ツ

様
が

藤
沢

黄
坡
氏

に

嫁
せ

ら

れ
、

そ

れ

以
後
藤
沢
先
生
の

塾
や

関
大

で

の

講
義
に

出
講

さ
れ

る

様
に

な
っ

て

か

ら
も

、

た

え

ず

黄
披

先
生
の

御
仕

事
を

助

け
ら

れ

た
。

石

浜
先
生

は

後
年

、

関

大
、

阪
大

、

外
大

、

京
大、

竜
大

、

帝
塚
山
大
な

ど

で

講

義
を

さ

れ

た

が
、

ほ

と

ん

ど

講
師
の

み
で

、

あ
く

ま

で

自
分
は

浪
華
商

人
で

、

町
人

学
者
と

し

て

一

生

を
送
り

た

い

と

常
に

言
っ

て

居

ら
れ

た
。

大
阪
の

実
業
家
で

漢
学
に

趣

味
を

も
っ

て

い

る

人
は

現
在
で

も

少
く

な
い

が
、

多
く

は

素
人

学
者
の

域
を

出
な
い

。

先
生

は

稀
に

見
る

奇
才
を

深

く

蔵
し

て
、

お

ご

ら

ず
、

高
ぶ

ら

ず
、

ど

ん

な
無
智
な

人
々

と

も

快
く

談
話

さ

れ
、

い

つ

も

先

生

を

お

訪
ね

す
る

と
、

あ

ら

ゆ
る

専

門
の

学
者

、

学
生

は

も

と

よ

り

多
数
の

素
人
が
つ

め

か

け

て

居

り
、

だ

れ

に

も

喜
ば

れ

る

様
な

話
題
に

花
が

さ

き
．

一

座
の

中
心
と

な

ら

れ

た
。

一

般
の

大
学
教
授
に

は

到
底

ま

ね

の

で

き
な

い

大
度
量

で

あ
っ

た
。

し
か

も

専
門
の

学

者
と

対

談
し

た

り
、

新
刊
の

書

を
批

評
し

た

り

す
る

際
の

◇
第
十
五

回
大
会
記

事

　
　
　

　

　
　

於
・

大
正

大
学

　
　
　

　

　
　

昭
和
四
二

年
】
一

月
→

○
日

　
〔

研
究
発

表
〕

中
井
英
基

　
十
七

世
紀
初
頭
の

ラ

ダ
ッ

ク

に

お

け

　
　
　

　
る
ヘ

ミ

寺
建
立

の

史
的
意

義
に

つ

い

て

小
玉

大
円

　
パ

ン

チ
ェ

ン

・

ラ
マ

第
四

世
作
「

菩

　
　
　

　

提
道
灯
論
釈
」

上

山

大
峻
　
法
成
述
「

踰
伽
論
手
記
」

並
一、
同

分

　
　
　

　

門
記
に
」

つ

い

て

高
橋
盛
孝

　
唐
代
長
安
の

中
国
語

と

西
蔵
対
音

　
〔

講
演
〕

芳
村
修
基

　
ア

メ

リ
カ

及
び

ソ

ビ

エ

ッ

ト
に

於
け

　
　
　

　
る

西
蔵
研
究

　
同
日

参
会
者
に

、

壬
生

台
舜

氏
編
・

大
正

大
学

所
蔵
「

チ

ベ

ッ

ト

大
蔵
経
ナ
ル

タ

ン

版

論
疏
部
目

録
」

一

九
六

七

と

題
す

る

大
著
を

贈

ら

れ

た
。

既

刊
各
大
蔵
目
録

と

の

出
入
を

詳

記
さ

れ

て

居

り
、

研
究
者
に

と

っ

て

極
め

て

有
意

義
の

著
と

思

考
す

る
。

著
者
井
び

に

学
校
当

局
に

対
し

厚
く
感

謝
の

意
を

表
し

た
い

。

す
る

ど

い

洞
察
力
と

、

僅
か

な

誤
り

も
容
赦
し

な
い

厳
正

さ

に

は
、

我
々
一

同

驚
き
と

畏
敬
の

念
を

禁
じ

得
な

か

っ

た
。

西
域
学
は

恐
ら

く
先
生
の

最
も

得
意
な

領

域
で

、

当

時
東
亜
欧

米
各
国
で

次
々

に

発
刊
さ

れ

る

著

書
・

論
文
の

　

ほ

と

ん

ど

全
部
に

い

ち

早
く

目

を
通
さ

れ
、

極
め

て

公

平

　

な

批

判
を

さ

れ
、

そ
れ

を

伺
う
だ

け
で

も
耳
学
問
に

な
っ

　

た
。

そ
の

上、

貧
書
生

に

対
し

て

貴
重
な
書
物
を

ど

ん

ど

　

ん

貸

与
さ
れ、

時
に

は

「

自
分
で

読
み

た
い

と

き
に

手
元

　

に

な

い
」

と

こ

ぼ

し

て

居
ら

れ

た
。

　

　

西
夏
の

学
に

は

早
く

か

ら

手
を

下
さ

れ
、

殊
に

ネ

フ

ス

　

キ

ー

氏
が

大
阪
に

来
ら
れ
て

以
後
は
い

く
つ

か

の

論

文
を

一
　

次
々

に

出
さ

れ
て

い

る
。

当

時
の

と

ぼ

し

い

資
料

で

は
、

へ
　

　一
、

頁
に

数
個
の

文
字
し

か

解
読
し

得
な

か

っ

た
。

そ
れ

を

　
　

原
本
と

思

わ

れ
る

漢
訳
犬
蔵

の

申

か

ら
さ

が

し

出
し

て
、

｝
＝

ほ

ぼ

解
読
し

得
る

ま

で

に

さ

れ

る
に

は

大
層
な

努
力
が

必

　一　一

要
だ
っ

た
。

私
も

始
め

、

い

ろ
い

ろ

材
料
を
貸
与
さ
れ

た

　…

り

教
え

ら

れ

た

り

し

た

が
、

到
底
つ

い

て

行
け

な

い

と

わ

　

か

っ

て
、

次
々

に

発

表
さ

れ

る

論

文
を

た

だ

驚
き

を
以
っ

　…
一

轜
難
製
齢
趣
漏
掴

纏

耀
褓

凝
鐙

窒　

く

噂
に

上
っ

た

も
の

だ
っ

た
。

…
　

　

学
会
を

作
っ

て

よ

く

後

輩
を

誘
導
さ

れ

た
こ

と

も
、

先

…｝
　

生

の

偉
大
な

業
績
の
→

つ

で

あ

る
。

大
阪
に

静
安
学
社
が

一
　

出

来
た

の

は

昭

和
二
・

九
頃
で

、

浅
井
恵

倫、

笹
谷
良
造

…
　

ネ

フ

ス

キ

氏

と

筆
者
等
が

、

懐
徳
堂
の

旧
講

堂

で

毎

月

…｝
　
（
夏

冬
は

休

み、

年
八

回

位）

開
催
さ

れ、

二
、

三

人
の

講
師

…
　．

が

話

し
、

あ

と

は

座
談
に

花
を

さ

か

せ

た
。

最
も
た
の

し

 
　

い

思

い

出
と

な
っ

た
。

昭
二

入

西
蔵
学
会

が

発
足
し

、

先

…

牲

鐫
鹸
誘

態
靆
鰭
糴
驚

呶

だ

こ
　

三
、

四

年
ば

か

り

前
か

ら
脳
出
血
の

発
作
が

あ

り
、

休

蒸
し

て

居

ら

れ

た

が
・

本
年
二

月
＋

百
急

に

容
態

が

悪

　

く

な

り
、

御

家
族

、

友
人
等
に

見

守

ら

れ
つ

つ

死

去
さ

れ

　

た
。

…

生

前
に

書
か

れ

た

多
く
の

論
文
は

単
行

書
、

雑
誌

等
に
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残
さ

れ
て

居
る

が
、

恐

ら

く

先
生
の

胸
中
に

は
こ

れ

に

数

倍
す
る

原
稿
を

抱
い

て

居

ら

れ

た

も
の

と

思

う
。

　
以
下
私
事
に

わ

た
っ

て

甚
だ

恐

れ

入

る

が
、

西
蔵
学
会

は

年
々

順
調
に

進
み

、

会
員
も
二

百
名
に

近

い
。

次
回

、

京
大
に

於
け

る

大
会
で

、

会

長

の

推
薦
の

外
に

、

従
来
三
…

上
、

高
橋
等
に

よ
っ

て

事
務
を

推

行
し
て

い

た

が
、

高
橋

も
近

く

停
年
に

達

す
る

上

に
、

三

上

君
は

も

と

も

と

西
蔵

学
専
門
で

な
い

上

に
、

関

西
大

学
に

は

西
蔵

語
の

講
座

も

な

く
、

将
来

、

西
蔵
語
を

研
究

し

よ

う
と

い

う

学
生
も

現

わ
れ

る

見
込

み

が

な
い

の

で
、

事
務
所
も

適

当

な

研
究
所

な
り
学
校
な

り
に

移
し
て

い

た

だ

き

た

い

と

念
願
し
て

い

る
。

　
長
年
に

わ

た

り
、

不
行

届
な

点
、

幾
重
に

も

お

詑
び

を

し
、

将
来

、

若
い

会

員
諸
氏
に

よ

っ

て
、

日

本
の

西
蔵
学

の

目
覚
し

い

発

展
を
遂

げ

ら

れ

る

こ

と

を

希
望
し
つ

つ

筆
．

を

お

く
。

（

昭

≡
二

，
九
・

二

八

高

橋
盛
孝）

著

書
・

論

文

〔

前
年
度
補
遺
〕

〔

安
藤
仁
介
　
中
印
国
境
紛
争
と

国

際
法

ー
東
部
境
界
と

　
マ

ク

マ

ホ

ン

・

ラ

イ

ン

ー
（
京
都
大
学
教
養
部
政
法
論

　
集
第
一

号
、

昭
42
・
3
）
〕

磯
田

熈

文
　
サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

語
の

O

話
自
図

と

そ
の

チ

　
ベ

ッ

ト

語
訳
の

閥
題
 
　
東
北
印
度
学
宗
教
学
会
論
集

　
一

岩
本
　
裕
　
の
ω
ニ

ヨ
箇

瞬
7

巴
ヨ
話

鼠
8
澪
に
ゆq

＄
き
Φ

7

　
辞

Φ

什

犀
 

『

簿

匿
ω

職
o
瞬
Φ

げ

Φ

P

丙
団
08HO

 

Qo

巾−
同
テ

キ
ス

　
ト

蔵
訳
丼
び

に

そ
の

研
究
（
δ
一

−
罷
O）

⇔
ク

リ

キ
ン

　
王

の

十
夢
に

関
す
る

西
蔵
の

所
伝
の

検
討
梵
本
漢
訳
の

　
所
伝
と

の

比

較、
そ
の

問
題

点
な

ど
（
同
書
H

握
−

卜。

OQ
。）

上

山
大
峻
　
の
大
番
国
大
徳
三

蔵
法
師
沙
門
法

成
の

研
究

　

下
（
東
方
学
報

三

九

冊
）

⇔
チ

ベ

ッ

ト

訳
「，
楞
伽
師
資

　

記
に

つ

い

て
」

（

仏
教
学
研

究

二

五
．

二

六

合

併
号

）

大
類

　
純
　
の
バ

ガ

ヴ
ァ

ン

・

ダ

ー

ス

と
マ

ド
ゥ

ス

ー

ダ

　

ン

・

ダ
ッ

ト
に

お

け

る

自
治
の

哲
学
（

東
洋

学
研
究
二

　

号）

　

口
最
近

の

北
イ

ン

ド

に

お

け

る

革
命
的
蜂

起

の

情

勢

　
　
（
ア

ジ

ア

経
済
旬

報

六

九
八

号
）

　

国

梵
和
大
辞
典

第

＋

二

分
冊

（
鈴
木
学
術

財
団
）

　

幽

印

度
仏
蹟
発
掘
お

よ

び

イ

ン

ド
・

タ

イ

交
化
調

査
覚

　

書
（
鈴
木
学
術
財
団

研
究

年
報
三

号
）

　

 
新

中
国
の

宗
教
の

万

向

づ

け

1
生
と

死

の

意

昧
論

　
（

「

ア

ジ

ア

経
済
旬
報
」

ヒ
ニ

○

号
）

岡
崎
精

郎
　
の

宋
初
に

お

け

る

夏
州

政
権
の

展
開
と

貿
易

　

問
題

ー
西
夏

建
国
前
更
の
、

節
と

し

て

（
追
手
門
学
院

　

大

学
文
学
部
紀
要
第
一

昭
四

二

二
二
）

　

⇔

タ

ン

グ
ー

ト

慣
習
法
と

西
夏
法
典
（
田

村
博
士
頌
寿

　

東
洋
史
論
叢

昭
四
三

・
五
）

金
岡
秀
友
　
e
梵
蔵
蒙
対
訳

寂
天

造
菩
提
行

経
般
若
波
羅

　

蜜
多
口

m

（
西
義
雄
編
「

大
乗
菩

薩
道
の

研
究

所
収
）

　

◎
モ

ン

ゴ

ル

仏

教
教
団

形
成
の

中
心
課
題

（

芳
村
修
某

一
　

編
「

仏

教

教
団
の

研
究
」

所
収）

　

国

→

冨

ピ
ぎ
国

ぬ
Φ

o
州

≦
診
α
ユ

三−
O

巴
国

92

瞭

葺

 

一
口

臣
 

勺
憎

坦

富
冨
コ
蝉

邑
鼠
機

・。

団
国
叺

国
什

勉

冨
ロ

∩

・。

嶋

国
辞

惹

　
　
（
印
仏

研

三

二

号）

一

川

喜

田
二

郎
。

高
山
竜
三

　
ア

ジ

ア

を
見
直
す

（

日

経

新

一
　

書
）

．

九

六

八

年

の

中
に

「

チ

ベ

ッ

ト

交
化
論
」

「

小
島
交
保
　
ス

タ

イ

ン

蒐
集
敦
煌
本
法
華
経
断
簡
に

つ

い

一
　

て

（

仏

教
学
研
究

二

五
・

二

六

合

本

　
昭

四

三
・
五

）

小
玉

大
円

　
ラ

ム

リ

ム

タ

ル

ゲ

ン

に

つ

い

て

（
日

本
西
蔵

　

学
会

会
報

第
一

四

号）

酒
井
真
典
　
の

大
口

経

息

障
品
の

理

解
（

密

數
学
会

報

　

第
七

号∀

　

⇔

密
教
の

人

間
観
（
日

本
仏
教
学
年
報

昭
四

δ

佐
藤

長

　
パ

グ
モ

ド
ゥ

王

朝
の

衰
頽
過

程
（
田

村
博
士

　

頌
寿
東
洋
史
論
叢）

田

村
実
造
・

今
西
春
秋
・

佐
藤
長

「

五

体
清
交
鑑
訳
解
」

　

下
巻

総
索

引

昭

和

四

三

二

高
崎
直
道
　
智
光
明
荘

羅
経
覚
え

書
　
駒
大
仏
教
研
究
紀

　

商
女

　
二
轟
ハ

且

勹

　

昭
和

四
ゴ一
．
一
二

一

高
橋
盛
孝
　
西
蔵
文
字

を

用
い

た

長

安
古
音
（

関
西
大
学

　一
　

東
西
学
術

研
究
所

紀
要
6
　
古
事
記
上

巻
に

見
え

る

歌

　

謡
と

呉
音
の
一

節
）

距

申
村

元

　
9
チ

ベ

ッ

ト

に

見
る

結、
婚
式
の

歌
謡
八

在
家

　

仏

教
一

六

四

貯

昭

四

ご
・

＝
）

　

ロ
ダ
ラ

イ
・

ラ
マ

と

の

対
談
（

大
法
輪
昭
四

三
．
五

三

…

五

巻

吾

長
尾

雅
人
　
維
摩
経
（

蔵
訳
）

の

和

訳
（
階
界
の

名
著
第

一
　

二

巻
大
乗
仏
典
所

収）

中

央

公

論
社

　
昭
四
二
・

＝一

羽
田

野
伯
猷
　
チ

ベ

ッ

ト
の

仏
教
受

容
の

条

件
と

変
容
の

　

原

理
の
一

側
面

（

東
北

大
、

日

本
文
化
研
究
所

第

四

輯

　
　一
九

六

八
・
三
）

平
川
　
彰
　
初
期

大
乗
仏
教
の

研
究

春
秋

社

昭

四一、一
．
三

福
田

亮
成
　
60

り、
同

7
＜
鉱

螽
・
ζ
国

O
Ω

巴
巴
p

旬

惹
鑓
−

愚

　

ヨ

等
竃
鋤
げ
帥

β
幕
「

餌

「

帥

富

の

構

造
　
（

東
洋
学
研
究

第

　
　

二

号
）

　

口

理

趣
諸
経
の

成
立

過

程
に

つ

い

て

−
特
に

広
本
畧
本

　
　

の

関

係
か

ら

（

印
仏
研

＝
ハ

の

二
）

藤
沢
義
美
　
南
詔

工

権
の

確
立
と

対

吐

蕃
関
係
（
岩
手
大

　

学
教
育
学
部
研
究
年
報
第
二

七

巻
第
一

部
・

二

部
昭

和

　

四

ご
・

＝一
）

一

矢
崎
正

見
　
蓮

華

生
と

チ
ベ

ッ

ト

仏
教
（

立

正

女
子

大
学
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